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図1ヴァヴィロフ・センター

市
場
に
は
多
種
多
様
な
野
菜
や
果
物
が
氾
濫

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
国
内
や
世
界
の
各
地
か

ら
輸
送
さ
れ
て
く
る
が
、
原
産
の
場
所
は
世
界

の
十
箇
所
程
度
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
学
者

が
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
の
植
物
学
者
N
・
ー
・
ヴ

ァ
ヴ
ィ
ロ
フ
は
世
界
各
地
で
膨
大
な
植
物
を
採

集
し
、
一
九
二
六
年
に

『栽
培
植
物
発
祥
産
地

の
研
究
』
と
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
成
果
を
要

約
し
た
の
が
「
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ロ
フ

・
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
世
界
地
図
で
あ
る
（
図
1
)。

そ
れ
ら
の
作
物
は
時
代
と
と
も
に
原
産
の
場

所
か
ら
世
界
各
地
に
伝
播
し
て
い
く
が
、
と
り

わ
け
広
範
に
拡
散
し
た
の
が
十
五
世
紀
以
後
の

新
旧
大
陸
を
橋
渡
し
し
た
航
海

地
球
規
模
の
航
海
時
代
で
あ
る
。
一
四
九
二
年

に
C
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
三
隻
の
帆
船
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
西
方
に
航
海
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
手

前
の
小
島
に
到
蒲
し
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
目
的

は
金
銀
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
で
に
現
地
の
動
物

や
植
物
も
帆
船
に
搭
載
し
、
現
地
の
病
気
に
も

感
染
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
還
し
た
。

そ
の
代
表
は
動
物
で
は
オ
ウ
ム
、
シ
チ
メ
ン

チ
ョ
ウ
、
植
物
で
は
タ
バ
コ
、
ト
マ
ト
、
ア
ボ

ガ
ド
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
で

あ
り
、
病
気
で
は
梅
毒
が
有
名
で
あ
る
。
梅
毒

は
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
帰
還
し
た
一
四
九
三
年
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
蔓
延
し
て
二
年
で
約
五

0
0
万

人
が
死
亡
し
た
。
さ
ら
に
一
四
九
八
年
に
＞
．

ダ
・
ガ
マ
が
開
拓
し
た
イ
ン
ド
航
路
を
経
由
し

て
一
五

0
0年
に
は
中
国
に
伝
播
し
、
二
十
年

後
に
は
日
本
に
ま
で
到
来
し
て
い
る
。

一
方
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
艦
隊
や
後
続
の
艦
隊
が

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
運
搬
し
た
も
の
も
多
数

あ
る
。
動
物
で
は
ウ
マ
、
ウ
シ
、
ヤ
ギ
、
植
物

で
は
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ッ
、
コ

ー
ヒ
—
‘
疫
病
で
は
天
然
痘
、
狸
紅
熱
な
ど
が

代
表
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
「
コ
ロ
ン

ブ
ス
交
換
」
と
名
付
け
ら
れ、

二
0
ニ

―
年
四

月
号
で
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
世
界
に
多
大
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
四
種
の
作
物
を
中
心
に
再

度
紹
介
し
た
い
。
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図2様々なジャガイモ

最
初
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
あ
る
。
こ
の
植
物
は

ア
ン
デ
ス
山
脈
の
標
高
三
八

0
0
メ
ー
ト
ル
に

存
在
す
る
チ
チ
カ
カ
湖
畔
が
発
祥
の
土
地
で
あ

り
、
古
代
か
ら
先
住
民
族
が
主
要
な
食
料
と
し

て
栽
培
し
て
き
た
。
筆
者
は
ペ
ル
ー
の
ア
ン
デ

ス
山
脈
の
高
地
に
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
研
究
施

設
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
数

百
種
類
の
品
種
が
研
究
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ

て
お
り
、
市
場
で
も
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
販
売
さ
れ
て
い
た
（
図
2
)。

こ
の
作
物
は
十
六
世
紀
に
中
米
と
南
米
を
征

服
し
た
ス
ペ
イ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
さ
せ

た
。
当
初
は
園
芸
植
物
と
し
て
宮
廷
な
ど
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
が
、
冷
涼
な
土
地
で
も
栽
培
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ

き
る
の
で
食
用
作
物
と
な
り
、
十
八
世
紀
後
半

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
拡
大
し
た
。
日
本
に

も
十
六
世
紀
末
に
オ
ラ
ン
ダ
の
商
船
に
よ
り
当

時
は
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
と
い
う
名
前
で
あ

っ
た
ジ
ャ

カ
ル
タ
か
ら
伝
来
し
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
イ
モ
が
短

縮
さ
れ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
し
て
普
及
し
た
。

と
り
わ
け
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
広
範
に
栽
培
さ
れ

た
の
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
十
二
世
紀
か

ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
支
配
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
土
壌
が
貧
弱
で
、
十
六
世
紀
後
半
に

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
伝
播
し
て
以
来
、
農
地
全
体
の

六
割
以
上
で
栽
培
さ
れ
、
貧
困
階
層
の
主
食
と

な

っ
て
い
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
中
頃
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
疫
病
が
蔓
延
し
て
極
端
な
不
作
と
な

り
、
人
口
の
＿

0
％
以
上
が
死
亡
、
そ
れ
以
上

の
人
々
が
海
外
に
移
住
す
る
結
果
に
な

っ
た。

現
在
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
世
界
の
大
半
の
土
地

で
栽
培
さ
れ
て
年
間
三
億
八

0
0
0
万
ト
ン
の

収
穫
が
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
ム
ギ
、
コ

メ
と
と
も
に
四
大
作
物
に
な

っ
て
い
る
。
中
国

が
全
体
の
二
五
％
、
イ
ン
ド
が

―
二
％
、
ロ
シ

ア
が
八
％
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
六
％
を
生
産
し
て

い
る
。
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
地
で
先
住
民
族
が

栽
培
し
て
い
た
作
物
が
コ
ロ
ン
ブ
ス
交
換
に
よ

っ
て
世
界
に
普
及
し
て
主
要
な
食
料
に
な
っ
た

こ
と
に
な
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
が
、
中
米
の
メ
キ
シ
コ
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
に

か
け
て
の

一
帯
に
自
生
し
て
い
た
テ
オ
シ
ン
ト

と
い
う
植
物
か
ら
一
万
年
前
に
派
生
し
た
と
い

う
学
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
陸
続
き
で

北
米
大
陸
、
南
米
大
陸
、
さ
ら
に
カ
リ
ブ
海
域

の
島
々
に
伝
播
し
、
中
米
の
マ
ャ
文
明
や
ア
ス

テ
カ
文
明
で
は
菫
要
な
作
物
と
な
り
、
南
米
の

イ
ン
カ
帝
国
で
は
段
状
の
農
地
を
整
備
し
て
大

量
に
栽
培
さ
れ
て
い
た

（図
3
)
。

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
北
米
か
ら
中
米
に
か
け
て
四

回
の
航
海
を
し
て
い
る
が
、
初
回
に
は
キ

ュ
ー

バ
に
寄
港
し
て
先
住
民
族
が
栽
培
し
て
い
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
し
て
い
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る
。
こ
れ
は
直
後
か
ら
ス
ペ
イ
ン
で
栽
培
が
開

始
さ
れ
、
十
六
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
地
中
海
域

に
拡
大
し
、
短
期
で
イ
ギ
リ
ス
や
東
欧
に
も
伝

播
し
た
。
さ
ら
に
一
四
九
八
年
に
イ
ン
ド
航
路

が
開
拓
さ
れ
た
結
果
、
東
洋
に
伝
播
し
、
一
五

七
九
年
に
は
日
本
に
も
伝
来
し
て
い
る
。

起
源
が
高
温
多
雨
の
熱
帯
地
方
の
植
物
で
あ

る
た
め
、
日
照
が
豊
富
で
高
温
の
環
境
で
生
育

す
る
が
、
多
量
の
用
水
も
必
要
で
あ
る
。
筆
者

が
北
米
大
陸
の
乾
燥
地
帯
に
生
活
す
る
先
住
民

族
ナ
バ
ホ
を
訪
問
し
た
と
き
、

日
本
で
は
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
八
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
育

成
す
る
が
、
そ
こ
で
は

0
・
五
本
で
し
か
な
か

っ
た
（
図
4
)。
理
由
は
雨
墨
が
十
分
で
は
な

い
た
め
、
こ
れ
以
上
、
密
植
す
る
と
生
育
し
な

函5平清盛の死（月岡芳年画）

囮6キナノキ (l696) 

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
在
、
世
界
で
は
―
一
億
六

0
0
0
万
ト
ン

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
生
産
さ
れ
、
二
四
％
が
食

用
、
六
二
％
は
飼
料
、
一
四
％
は
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
二

0

二
0
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ロ
イ
ド
事
件
を
契
機

に
世
界
各
地
で
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
銅
像
が
破
壊
さ

れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
先
住

民
族
を
虐
殺
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
活
動
で
あ

る
が
、
一
方
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
交
換
に
よ
り
世
界

の
食
料
確
保
に
貢
献
し
た
側
面
も
あ
る
。

キ
ニ

ー
ネ

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
国
の
ア
レ

キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
は
東
方
遠
征
途
上
の
紀
元

前
三
二
三
年
に
三
十
二
歳
で
死
亡
す
る
。
諸
説

あ
る
が

マ
ラ
リ
ア
を
死
因
と
す
る
意
見
が
有
力

で
あ
る
。
一
代
で
平
氏
を
一
大
勢
力
と
し
た
平

清
盛
は
一
―
八
一
年
に
突
然
、
高
熱
に
な
り
六

十
四
歳
で
急
逝
す
る

（図
5
)
。
そ
の
原
因
も

マ
ラ
リ
ア
と
さ
れ
て
い
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

の
オ
ッ
ト
ー
三
世
は
二
十
一
歳
で
死
亡
し
て
い

る
が
、
こ
れ
も
死
因
は
マ
ラ
リ
ア
で
あ
る
。

マ
ラ
リ
ア
は
現
在
で
も
南
米
大
陸
や
ア
フ
リ

カ
大
陸
で
流
行
し
て
お
り
、
世
界
の
年
問
の
感

染
者
数
は

二
億
数
千
万
人
、
死
者
は
数
十
万
人

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
疫
病
は
二
重
の
意
味

で
コ
ロ
ン
ブ
ス
交
換
を
象
徴
し
て
い
る
。
第
一

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
間
が
中
米
か
ら
南
米
に
か

け
て
進
出
し
た
時
代
に
罹
患
し
て
西
欧
社
会
に

伝
染
し
た
病
気
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は
治
療
に

効
果
の
あ
る
薬
剤
も
同
一
の
地
域
か
ら
獲
得
し

た
こ
と
で
あ
る
。

伝
説
の
よ
う
な
情
報
で
あ
る
が
、
ア
ン
デ
ス

の
高
地
で
マ
ラ
リ
ア
に
罹
患
し
た
先
住
民
族
が

水
溜
り
の
冷
水
を
飲
用
し
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
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太
平
洋
上
や
大
西
洋
上
の
熱
帯
の
島
々
に
は

樹
高
一

0
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
高
木
に
小
型
の
ス

イ
カ
ほ
ど
の
果
実
が
結
実
す
る
植
物
が
繁
殖
し

て
い
る
。
そ
の
果
肉
は
小
麦
で
製
造
し
た
パ
ン

の
よ
う
な
味
覚
な
の
で
「
バ
ン
ノ
キ
」
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
（
図
7
)
。
原
産
は
ニ
ュ

ー
ギ

ニ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
が
、
十
六
世
紀
以

来
、
果
実
と
と
も
に
造
船
に
使
用
す
る
堅
牢
な

バ
ン
ノ
キ

く
し
て
元
気
に
な
り
帰
宅
し
た
。
そ
の
水
溜
り

に
は
キ
ナ
ノ
キ

（図
6
)
の
倒
木
が
水
没
し
て

お
り
、
そ
の
効
果
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
た
。

そ
の
情
報
が
現
地
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
伝

播
し
て
キ
ナ
ノ
キ
の
樹
皮
が
大
量
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
輸
出
さ
れ
、
さ
ら
に
樹
木
そ
の
も
の
が
東

南
ア
ジ
ア
に
移
植
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
れ
以
後
は
西
洋
科
学
の
出
番
と
な
り
、
一

八
二

0
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
の
学
者
が
樹

皮
に
含
有
さ
れ
る
薬
用
成
分
キ
ニ
ー
ネ
の
単
離

に
成
功
、
五
四
年
に
は
ド
イ
ツ
の
学
者
が
分
子

構
造
を
解
明
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
マ

ラ
リ
ア
が
蔓
延
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
で
戦
闘

す
る
兵
士
の
た
め
に
キ
ニ
ー
ネ
の
需
要
が
急
増

し
、
一
九
四

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が
人

工
合
成
に
成
功
し
た
。
し
か
し
発
端
は
コ
ロ
ン

ブ
ス
交
換
が
も
た
ら
し
た
キ
ナ
ノ
キ
で
あ
る
。

木
材
と
し
て
世
界
に
伝
播
し
、
現
在
で
は
九
十

カ
国
以
上
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

十
七
世
紀
初
頭
に
ス
ペ
イ
ン
の
帆
船
に
同
乗

し
た
神
父
が
太
平
洋
上
の
小
島
で
パ
ン
ノ
キ
に

出
会
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
大
西
洋
上
の
島
々

へ
の
移
植
を
構
想
し
た
人
物
が
い
た
。

J

・
ク

ッ
ク
が
船
長
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
戦
艦
「
エ
ン

デ
ヴ
ァ
」
が
一
七
六
八
年
か
ら
七
一
年
に
か
け

て
世
界
一
周
航
海
を
し
た
と
き
、
同
行
し
た
博

物
学
者
J

・
バ
ン
ク
ス
で
、
太
平
洋
上
の
タ
ヒ

チ
で
パ
ン
ノ
キ
を
発
見
、
こ
れ
を
食
料
問
題
解

決
の
た
め
移
植
し
よ
う
と
決
断
し
た
。

し
か
し
、
バ
ン
ク
ス
に
は
機
会
が
な
く
、
一

七
八
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
戦
艦
「
バ
ウ
ン

テ
ィ
」
の
船
長
と
な

っ
た

w
．
ブ
ラ
イ
に
役
割

を
委
託
し
た
。
ブ
ラ
イ
は
タ
ヒ
チ
で
パ
ン
ノ
キ

図7パンノキ

を
採
集
し
て
戦
艦
に
積
載
し
、
八
九
年
に
出
航

す
る
が
、
直
後
に
有
名
な
「
パ
ウ
ン
テ
ィ
の
反

乱
」
が
発
生
し
た
。
ブ
ラ
イ
以
下
十
八
名
の
船

員
は
少
量
の
食
料
と
と
も
に
小
型
ボ
ー
ト
で
海

上
に
追
放
さ
れ
た
が
、
四
十
七
日
間
か
け
て
テ

ィ
モ
ー
ル
諸
島
に
到
箔
し
本
国
に
帰
遠
し
た
。

し
か
し
不
屈
の
ブ
ラ
イ
は
ハ
ン
ク
ス
の
期
待

を
実
現
す
る
た
め
、
一
七
九
三
年
に
軍
艦

「プ

ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
」
の
艦
長
と
し
て
、
タ
ヒ
チ
で

採
集
し
た
六
七
九
本
の
パ
ン
ノ
キ
を
カ
リ
ブ
海

域
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
サ
ン
ヴ
ィ
セ
ン
テ
に
移
植

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
現
在
、
そ
れ
ら
の

島
々
で
は
パ
ン
ノ
キ
の
数
奇
な
物
語
を
承
知
し

な
い
人
々
が
食
用
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
発
展

途
上
地
域
か
ら
同
様
の
地
域
へ
の
交
換
で
あ
る

が
、
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
交
換
」
の

一
種
で
あ
る
。

人
口
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
を
発
展
の

指
標
と
す
れ
ば
、
過
去
数
万
年
間
で
人
類
は
異

常
に
発
展
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
十
五
世
紀
以

後
は
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
か
ら
新
規
の
資
源
を

収
奪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
気
に
発
展
し
た
が
、

資
源
の
枯
渇
や
環
境
の
破
壊
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ

ス
の
影
磐
も
拡
大
し
た
。
現
状
で
は
新
規
に
収

奪
す
る
空
問
は
地
球
に
存
在
し
な
い
。
そ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
も
コ
ロ
ン
ブ
ス
交
換
の
意
味
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
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